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   倫理規程等の遵守について（通知） 

 

 平素より、本県のスポーツ振興に御尽力を頂いていることに感謝申し上げます。 

標記につきましては、かねてより公益財団法人宮崎県スポーツ協会倫理規程及びガイドラインを定め、

各団体におかれましては、倫理や社会規範に関する意識の啓発と問題の未然防止に努めていただいてお

りますが、昨年度から引き続き、倫理・コンプライアンスに係る事案が散見されます。 

本会諸制度に基づき登録等を行っている公認スポーツ指導者及びスポーツ少年団登録者並びに本会

主催事業の運営に関わるもの及び参加者はもとより、競技団体が行う強化合宿、遠征、大会派遣等で少

年種別選手の引率をする監督・コーチ・指導者及び成年種別選手におかれましては、下記の事項に改め

て留意し、適正な活動が行われますよう関係者への周知徹底をお願いします。 

 

記 

 

１ 加盟団体は公的な組織であることを認識し、補助金の取扱いについては適切な経理処理を行

い、決して他の目的に流用などしないこと。 

 

２ 補助金以外にお金を個人徴収する場合は、当協会への派遣報告と併せ、参加者に対しても徴収

した費用の会計報告を確実に行うこと。 

 

３ 指導者及びスポーツ少年団登録者、成年種別選手においては、練習会及び大会等での夕食、反

省会等における飲酒については節度を保ち、未成年者が同席する場合は、飲酒を控えたり、場を

分けたりすること。 

また、合宿や宿泊を伴う大会等で少年種別選手を引率する監督・コーチ・指導者は、引率する

責任の重大さを認識し、夕食、反省会等において飲酒をしないこと。 

 

４ 身体的・精神的暴力やセクシュアル・ハラスメントは、人間の尊厳を傷つける行為であり厳に 

慎むこと。 
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